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研究成果の概要（和文）： 「協同的な学びづくり」においては、グループ活動を通し、開かれ

た個として他者と切磋琢磨しつつ協同の精神を培い、学習の効果を相乗的に高めることのでき

る指導力が問われる。この授業者の指導力の水準を的確に評価するため、可視化することが容

易でなく、他者との関係下で構成的に発揮される相互作用的な社会コンピテンシーに着目し、

技法改善に活用できる授業診断指標を開発した。

研究成果の概要（英文）： To ensure the quality of cooperative learning the teacher's

coaching ability will be challenged to produce a multiplier effect with children as far

as cultivating their open mind for intensive active learning and to develop their

collaborative spirits via cooperative learning activities. For the assessment of

teacher's coaching abilities are developed diagnosis criteria identifying lesson and

learning improvement with special emphasis on interactive social competency. This element

of competency can hardly be visualized but in a certain way be demonstrated by a

constructive relationship within the learning cooperation.
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(Cooperative Learning)の研究が、 学術的にも
実践的にも広がりをみせている。これは、本
来、グループ活動の形式的導入を乗り越え、
互恵的相互協力関係の価値の共有（協同の精
神の実現）を目指す実践論である。この実践
論では、「個」が個性的であるが故に集団の
発展が約束されるとし、個性化と集団化は相
対立する概念としてとらえず、あくまでも
「開かれた個」として「共存・協力」の意識・
態度を育成する指導技法として蓄積されて
きた。こうした知の社会構成主義的な学習法
は、より高次の学力育成に有効であることも、
欧米における多角的実証研究により指摘さ
れてきた。

(2) グループ学習に対する教師の指導の質を
問う評価規準は、授業評価の項目全体のうち
ごく一部にはみられるが、「協同的な学びづ
くり」を明確に意識し、その規準として開発
されたものではない。ましてや授業診断指標
を定め、教師の指導力定着のための体系をも
つ評価シートの開発は、これまでのところほ
ぼ皆無である。協同の精神がはぐくまれると
同時に、知性を刺激するアクティブ・ラーニ
ングへと学習状況を導いていく教師の指導
力の質を問う評価方法の開発が求められて
いた。

２．研究の目的
(1)グループ活動を通し、開かれた個として他
者と切磋琢磨しつつ協同の精神を培い、学習
の効果を相乗的に高めることのできる「協同
的な学びづくり」の指導力を定着させるため
の授業診断指標を開発する。OECD の DeSeCo
プロジェクトが定義したキー・コンピテンシ
ー(Key Competencies)では、「異質な集団で交
流する」ことが能力枠として設定されたが、
本研究の目的の背後には、この能力を育成す
る教師の指導力の質向上を促進するための
指標開発という意図を有している。この指導
力定着を求めるニーズの高さに関し、公共性
の高い能力指標や教育課程の基準を対象に、
学力規定における社会コンピテンシー
(soziale Kompetenz)の位置づけに焦点を当て
て明らかにする。

(2)「協同的な学びづくり」を推進する学校に
おいて、同僚をはじめとする授業観察者が、
当該教師の指導力を見取る視点を明らかに
し、観察による授業評価のためのシートを開
発する。このシートは、自己の指導の在り方
を省察し、かつ授業研究会等での協議に活用
されることが期待できるものである。

３．研究の方法
(1) 協同学習の先行研究や授業観察評価の
事例（「効果的なグループ活動プロジェクト」、

「グループ課題やグループへの対処法を観
察するプロジェクト」、「効果的な話し合い活
動」等）をレビューするとともに、先行実践
の評価規準を収集し、抽出・類型化する。こ
れらについては、授業実践者に聞き取り調査
を行うなどして、グループ活動を効果的なも
のにする教師の手続きや技法に絞り、同僚に
よる授業観察を通じた診断的評価に有効な
視点を明らかにし定めることとする。

(2)従来のグループ学習を発展させた欧米の
協同学習論の先行研究において開発された
評価規準に基づき、パフォーマンス評価を通
し有効性の検証を行う。パフォーマンス課題
とは、一般に「リアルな文脈において、知識
やスキルを統合して使いこなすことを求め
るような課題」（西岡）のことを指す。児童
生徒がこのパフォーマンス課題に取り組む
学習過程に協同学習を組み入れ、社会コンピ
テンシーを発揮することを求める評価規準
を設定する。こうした指導過程を構想し実践
検証を行い、教師の指導力を判定する上で授
業観察の視点としての汎用性を確かめるこ
ととする。

４．研究成果
(1)「協同的な学づくり」において指導の対
象とする社会コンピテンシーについては、
OECD の DeSeCo プロジェクトの定義はもとよ
り、欧州やドイツにおける資格認定の枠組と
いう、国や国を超えた次元でこの能力枠を重
視する傾向にあり、近未来型学力形成に不可
欠な要素であることの根拠を明らかにした。
次に、2008年1月の中央教育審議会答申では、
生きる力はキー・コンピテンシーという考え
方を先取りしていた、と説明した。他方、わ
が国では社会コンピテンシーを育成する指
導法は、十分に根づいているとは言いがたく、
この側面から日本の教育課程上の課題を鋭
く指摘した。これら主に欧州の教育改革の進
捗状況から日本の現況を鑑み、本研究の意義
を裏づけることができた。

(2)「協同的な学びづくり」は、他者と切磋
琢磨して協同の精神を培うとともに、教科等
学習において思考力や判断力をも相乗的に
高めるという二面的な能力展開を図る指導
性を有している。グループの成員相互の協
力・促進関係の構築を意図する協同学習にお
いて、構成員の「参加」の内実こそがグルー
プ活動の質を規定することになる。この「参
加状況」を鋭く問いかけ、授業者が視野に入
れるべき定型的手続きとして指導方法を可
視化し、出現する複雑な集団事態に対し、当
該授業者が選択した手続きの意味や根拠を
検討するための「授業観察評価シート」とし



て、その条件を満たしうる指標や規準項目を
特定しようとした。
授業診断指標の作成に当たり、ドイツにお

いて広く実践展開が図られている協同学習
論に着目し、観察診断（モニタリング）によ
る授業評価に活用できるものとすることを
視野に入れて開発を行った。主なものとして、
①グループが効果的に機能しているかどう
かを観察する視点を定めた「ＫＴ観察視点」、
②自律的参加度を診断するため、社会コンピ
テンシーの観察視点を定めた「グリーンのコ
ンピテンシー・チェックリスト」、③グルー
プ成員が相互に積極的にかかわろうとする
参加状況に絞り視点を定めた「ブリューニン
グ／ザウムの参加状況の判定」、④成員個人
[自己]・グループ[他者]・学習課題[対象]への
取組という 3 視点を交錯させた「クリッペル
トの参加状況判定の 3 視点」が挙げられる。

①「ＫＴ観察視点」では、争点を明確化し
議論を深めるツールとしてグループ形態を
用いる手立てに着目し、成員相互の話し合い
状況を観察するのに有効な視点を示してい
る。掴みどころがなく質の判定が容易でない
グループの話し合いの内実を浮き彫りにし、
改善の手がかりをえることを意図し、⒜空間
の雰囲気や座席配置などの枠組条件、⒝教師
の役割、⒞グループ成員として果たす個人の
役割、⒟グループ内の活動性、という 4 つの
枠組を設け、話し合い活動がアクティブ・ラ
ーニングとなっていたかどうかの点におい
て質を判定しようとする授業観察評価であ
る。

②「グリーンのコンピテンシー・チェック
リスト」は、グループ活動を効果的にする要
因として、学習者の社会コンピテンシーの習
得度に着目したものである。ここで社会コン
ピテンシーはグループ内交流を促進する振
舞いとして捉えられ、「編成コンピテンシー」、
「機能コンピテンシー」、「定式化コンピテン
シー」、「触媒コンピテンシー」の 4 視点によ
り、生徒の習熟レベルに応じた指導座標を判
定する視角がえられる。社会コンピテンシー
を習得し、その能力を生かすツールとしてグ
ループ形態が説明される。

③「ブリューニング／ザウムの参加状況の
判定」については、本来、グループでの話し
合いや作業に関し、児童生徒の自己評価及び
相互評価用の規準として開発されたもので
ある。これを指導と評価の一体化の観点から、
教師が指導し定着を図るべき事項として再
構成したものである。

④「クリッペルトの参加状況判定の 3 視点」
では、「私の視点（私は…）」、「私たちの視点
（私たちは…）」、「学習課題の視点」を三位
一体の活動と捉え、対話的コミュニケーショ
ンによる協同的な学習として、成員の参加状
況の質を判断する視点を提供してくれる。グ

ループ活動中の教師の介入行為についても、
「侵襲的な教師の介入」と「対応的な教師の
介入」に区別し、一連の因果関係により状況
を分析することの重要性を指摘した。

グループの構成員が協同学習への満足度
を自己評価する OPPA（協同学習満足度調査）
により、子どもの認識変容に影響を及ぼす教
師の指導行動と協同学習に対する子どもの
認識カテゴリーとの親和性を確かめ、その結
果に基づきどのような教師の働きかけが有
効かについても要因を明らかにし考察した。
協同的なグループ探究を通し、共生や連帯を
めざし新たな公共性を構築していくという
社会構築主義的な意味において、相互協力関
係の内実に迫る自律した「参加」行動への指
導の質を問いかけ、この質に着目した指導の
あり方にも迫った。

(3) 社会コンピテンシーは、可視化すること
が容易でなく、他者との関係下で構成的に発
揮される相互作用的な能力である。こうした
見えにくく評価しにくい学力要素は、他国の
教育課程の基準（学習指導要領）にはどのよ
うに位置づけられているのだろうか。社会コ
ンピテンシーが教育課程の基準において指
導事項として明確に位置づけられている現
状を指摘した上で、その指導法開発の課題を
明らかにすることは、本研究の意義を確認す
るのに重要であった。これについて、教育ス
タンダード改革による質向上を実現しよう
とするドイツを対象に、近年改訂した州の教
育課程の基準を分析し、基盤となる学力観を
コンピテンシー・モデル（図１）として特定
することができた。

図１ ストイデルの行為コンピテンシー構造図

文化高権主義をモットーとする国におい
て、州による多少の差異は存在するにせよ、
「専門（教科）コンピテンシー」、「方法コン
ピテンシー」、「社会コンピテンシー」、「自己
コンピテンシー」を基本とする学力観が構想
されていた。「社会コンピテンシー」は、教
科の枠を超えて育成するコンピテンシーと
して、全教科及び全学校生活における共通の
目標として位置づけられていることを明ら



かにすることができた。わが国においても、
教師力の向上を求める際、協同の学びづくり
がこれに寄与することが期待される。
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図 2 「協同的な学びづくり」の指導力を診
断・評価する視点

上記ホームページでは、2007-2009 年度の
科学研究費補助金により作成したリーフレ
ット「『学びの共同体』づくりのための授業
技法化モデル」、及び授業技法化プログラム
等をまとめた手引き『学級を「学びの共同体
（ラーニング・コミュニティ）」にするため
の協同学習』とともに、2010-2012 年度の研
究成果として、(1)グループが効果的に機能
しているかどうかを観察する視点を定めた
「ＫＴ観察視点」、(2)自律的参加度を診断す
る社会コンピテンシーの観察視点を定めた
「グリーンのコンピテンシー・チェックリス
ト」、(3)グループ成員が相互に積極的にかか
わろうとする参加状況を観察する視点を定



めた「ブリューニング／ザウムの参加状況の
判定」、(4)成員個人・グループ・対象（学習
課題）への取組という 3視点を交錯させた「ク
リッペルトの参加状況判定の 3視点」を公開
している。
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